
令和４年度 年間学習指導計画 岩手県立金ケ崎高等学校

公民 科　目 担　　当

３年 単位数 履修区分

１ 学習目標

２ 学習評価

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

３ 全体計画

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

4
第１章 ○ ○ ａ政治や法が私たちの生活にどのようにかかわるのか

について関心をもつことができる。
現代国家と民主政治 ○ ○ ○ ｂ政治や法に関する基本的な見方や考え方について考

察できる。

○ ○ ○ ｃ各国の政治体制について諸資料を利用して調査する
ことができる。

～ ○ ○ ｄ各国の政治体制の違いを理解し、まとめることがで
きる。

第２章 ○ ○ ○ ａ日本国憲法をめぐる論点について関心を高めること
ができる。

日本国憲法と基本的人権 ○ ○ ○ ｂ大日本帝国憲法と日本国憲法の違いを考察できる。

6
第３章 ○ ○ ○ ｃ資料集や新聞記事を利用し、憲法や人権に関する問

題に触れられる。
日本の政治制度と政治参加 ○ ○ ｄ日本国憲法の成立過程を把握し，日本国憲法の三大

原理について理解することができる。

6
第３章 ○ ○ ○ ａ国会・内閣・裁判所などの政治機構にふれ、関心を

高めることができる。
日本の政治制度と政治参加 ○ ○ ｂ日本国憲法下での立法・行政・司法のあり方につい

て，問題点を含めた視点から考察できる。

○ ○ ○ ｃ地方自治について、国と地方公共団体の関係性を示
す資料を適切に選択することができる。

○ ｄ国会・内閣・裁判所の三権と日本国憲法の理念との
関係を踏まえ、まとめることができる。

第４章 ○ ○ ○ ａ国際政治の動向や特徴について、現在の動きや争点
に関心をもつことができる。

～
現代の国際政治 ○ ○ ○ ｂ国際平和のために日本が貢献できることについて、

多角的な視点で考察できる。

○ ○ ｃ冷戦終結後の世界が冷戦時代と比べてどのように変
化したかを、資料集を活用し調査することができる。

○ ○ ○ ｄ国際連盟と国際連合の違いを把握し、国際連合の役
割や課題について理解することができる。

9
第５章 ○ ○ ａ憲法第９条と自衛隊の存在意義について関心を持つ

ことができる。
日本の平和主義と国際平和 ○ ○ ｂ国際貢献と日本国・自衛隊との関係性について、多

面的に考察できる。

○ ○ ○ ｃ自衛隊や在日米軍に関する資料を活用し、考えられ
得る問題点を発見することができる。

○ ○ ○ ｄ世界平和に関するわが国の責任と役割を理解するこ
とができる。

教　　科 政治・経済

履修学年 ３単位

教 科 書最新政治・経済（実教出版）

副教材等最新政治・経済演習ノート（実教出版）　２０２２新政治・経済資料三訂版（実教出版）　政治・経済用語集（山川出版社）

普通科文系（必履修）

前期末考査

日米安全保障体制の変化

２１世紀の平和主義

日本の外交と国際社会での役割

冷戦期の国際政治

冷戦後の国際政治

平和主義と自衛隊

国際社会と国際法

国際連合と国際協力

前期中間考査

国会・内閣・裁判所

地方自治と住民福祉

政党政治と選挙制度

民主政治の成立

民主政治の基本理念

民主政治のしくみと課題

世界のおもな政治体制

世論と政治参加

期 月
内容の
まとまり

単元
(題材)

項目
(学習内容)

評価の観点
単元の評価規準 評価方法

思考・判断・表現

知識・理解

　広い視野に立ち、民主主義の本質に関する理解を深めさせる。また、現代における政治、経済、国際関係などについて客観的に理解させるととも
に、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力と、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

評価の観点

現代の社会と人間にかかわる事柄から課題を見いだし、社会的事象の本質や人間の存在・価値などについて、広い視野に立って多面的・多角
的に考察し、社会の変化や様々な考え方を踏まえ公正に判断して、その過程や結果を適切に表現することができる。

現代の社会的事象と人間としての在り方・生き方にかかわる基本的な事柄を理解し、その知識を身に付けることができている。

資料活用の技能 現代の社会と人間にかかわる事柄に関する諸資料に積極的に触れ、有用な情報を適切に選択して、効果的に活用することができる。

関心・意欲・態度

科目の評価の観点の趣旨

現代の社会と人間にかかわる事柄に対する関心を高め、現代社会が抱える諸問題を意欲的に探求するとともに、平和で民主的なよりよい社会
の実現に向けて参加・協力する態度を身に付け、人間としての在り方・生き方についての自覚を深めようとする。

定期考査

授業参加態度

提出物など

定期考査

授業参加態度

提出物など

日本国憲法

自由権・平等権

社会権・参政権

新しい人権

前
　
　
期

第１編　現代の政治



9
第１章 ○ ○ ○ ａ経済や経済史について、興味をもって授業に取り組

むことができる。
経済社会の変容 ○ ○ ○ ○ ｂ現代の資本主義経済が抱える問題について、客観的

な立場に立ち望ましい解決のあり方を考察できる。

ｃ経済上の諸課題について探究し、さまざまなメディ
アや資料活用などによって調査することができる。

ｄ現代経済が抱える諸課題を理解し、言語活動によっ
て自分の意見を表現することができる。

第２章 ○ ○ ○ ａ金融や財政について、興味をもって授業に取り組む
ことができる。

現代経済のしくみ ○ ○ ｂ経済成長や景気の変動が自身の生活に与える影響を
考察できる。

～ ○ ○ ○ ｃ市場における需要・供給の関係や、国民所得などを
資料を活用することができる。

○ ○ ○ ｄ経済主体の一つである家計と経済全体との関係性を
理解し、経済構造を客観的にまとめることができる。

第３章 ○ ○ ａ戦後以降の日本経済史について、意欲的に取り組む
ことができる。

現代の日本経済と福祉の向上 ○ ○ ○ ｂ現代日本経済の諸課題について、客観的な立場に立
ち望ましい解決のあり方を考察できる。

○ ○ ○ ｃ中小企業や農業が抱える問題を資料から読み取るこ
とができる。

○ ○ ○ ｄ戦後経済史を把握したうえで、日本経済の諸課題と
今後懸念される問題について理解できる。

第４章 ○ ○ ａ国際社会の進展についての現状を把握し、興味を
もって授業に取り組むことができる。

現代の国際経済 ○ ○ ｂ国際社会の諸課題について、客観的な立場に立ち望
ましい解決のあり方を考察できる。

○ ○ ○ ○ ｃ比較生産費説のしくみを資料集から読み取り、図を
活用しながらまとめることができる。

○ ○ ○ ｄグローバル化していく国際経済の中で、日本の役割
について理解することができる。

○ ○ ○ ○ ａ現代社会の抱える課題の現状を把握し、興味をもっ
て課題研究に取り組むことができる。

○ ○ ○ ○ ｂ現代社会の諸課題について、多面的に考察し、望ま
しい解決のあり方を考察できる。

ｃ住民生活や農業・食料に関する資料を活用し、問題
点をまとめることができる。

ｄ社会状況の変化と発生しうる問題について理解する
ことができる。

４　考査の観点別配点 ５ 授業や課題等に取り組む上での留意点

前期末 後期中間

ａ 25 25

ｂ 25 25

ｃ 25 25

ｄ 25 25

計 100 100100

戦後復興・高度経済成長

バブル経済・平成不況

第３編　現代社会の諸課題 地域社会の変貌と住民生活

農業と食料問題

第二次世界大戦後の国際経済

国際経済の動向

発展途上国の諸問題

前期中間 ①授業第一に、ノートの作成を確実におこなうこと。
②演習ノートを用い、基礎知識の定着に努めること。
③授業を欠席しないこと。25

25

25

25

企業の役割・国民所得

経済成長と国民の福祉

後
　
　
期

第２編　現代の経済 資本主義経済の成立と発展

現代の資本主義経済

中小企業・農業・消費者問題

労働問題・社会保障

後期中間考査

国際収支・外国為替

金融・日銀・財政と租税

経済主体・市場

11

定期考査

授業参加態度

提出物など

後
　
　
期

共通テスト対策


